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誌記事」を選択し、タイトルに「情報リテラシー」と入力して検索すると、一〇九一件ヒット ます（以下、二〇一九年六月時点） 。 一気に全部読んだり、これらの中から必要なものだけを漏れなく選ぶには、多すぎると思われます。身につけたいコツにキーワード 適切に組み合わせることや、言い換えるこ があります。　
例えば、学術的な論文に絞って検
索したい場合、タイトルに「情報リテラシー」と入力し、かつ、出版者

















































するよう生徒たちは求められ した。また、一三〇人の専任 員 無作為に抽出した一三人に対して、情報リテラシーのスキルを教えているどうか、教えている場合、どの程度教えているか、インタビュー調査も行いました。その結果、次のことが明らかになりました。・ 「問題の定義づけ」 （何をすること
































たちは事前に説明を受け うえで研究に参加しました 結果的に、生徒たちは概して、自身の回答が正しいか、確かめをしませんでした。そのため「評価」のスキル 低いと判定されました。ですが、
B
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クを用いて生徒たちの情報リテラシーのスキルを判定し、前述の結果が出たと述べていますが、生徒たちのスキルが本当に前述のとおりだったのか、それ も、生徒たちの学力不足で前述の結果が出たのか（つまり、前提となる知識などの基礎学力が不足しているため、情報リテラシーに関する作業も難しく感じ その結果、スキルが低いと判定されてしまったのか） 、やや疑問です。　
もし後者なら、当該科目の学力を
底上げすれば、本研究の作業を生徒たちはやりやすくなり、情報リテラシーのスキルもより良好だと判定される可能性があ ま 。必要なのは情報リテラシーへの取り組み （だけ）でなく、基礎的な知識をはじめとする学力の向上かもしれません。　
例えばこうした批判が可能だと感
じますし（こうした可能性もあるのではないか、ということです。確かめるすべはなく、 に違いないと決めつけるものではありません） 、そもそも、多く 状況が日本と異なる国での研究 す。ですが、それらを差し引いて 生徒 情報リテラシーや教員の状況について、本研究から日本の現職者がヒントを得ることはできると思われます。
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